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ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
提
案
理
由
書

｜
第
二
部
「
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
き
、
処
罰
さ
れ
る
者
、

宥
恕
さ
れ
る
者
ま
た
は
責
任
を
負
う
者
」

｜

井

上

宜

裕
（
訳
）

訳
者
は
し
が
き

一
八
一
〇
年
刑
法
典
（
第
二
部
）
提
案
理
由
書

訳
者
は
し
が
き

本
資
料
は
、
一
八
一
〇
年
フ
ラ
ン
ス
刑
法
典
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法

典
）
第
二
部
の
提
案
理
由
書
（E

x
p
o
se

d
e m

o
tifs d

u L
iv
re II

 
d
u C

o
d
e P

en
a
l

１
）

1810

）
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
理

由
書
は
、
一
八
一
〇
年
二
月
三
日
の
立
法
院
（C

o
rp
s leg

isla
tif

）

会
議
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
評
定
官
（co

n
seiller

 
d
’E
ta
t

）
で
政
府
代
弁
者
（o

ra
teu

r d
u g

o
u
v
ern

em
en
t

）
のL

e
 

ch
ev
a
lier F

A
U
R
E

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
提
案
理
由
説
明
の
記
録

で
あ
る
。

重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
き
、
処
罰
さ
れ
る
者
、
宥
恕
さ
れ
る
者

ま
た
は
責
任
を
負
う
者
（D

es p
erso

n
n
es p

u
n
issa

b
les,

ex
cu
s-

a
b
les o

u resp
o
n
sa
b
les,

p
o
u
r crim

es o
u p
o
u
r d
elits

）」
と
題

す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
第
二
部
は
、
共
犯
、
心
神
喪
失
・
強
制
、

年
齢
と
責
任
、
及
び
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
民
事
責
任
に
関
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る２

）。

・
第
五
九
条
「
重
罪
ま
た
は
軽
罪
の
共
犯
者
は
、
法
律
に
別
段
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
重
罪
ま
た
は
こ
の
軽
罪
の
正
犯

者
自
身
と
同
じ
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
る
。」

・
第
六
〇
条
「
①
贈
与
（d

o
n
s

）、
約
束
（p

ro
m
esses

）、
脅
迫

（m
en
a
ces

）、
権
限
も
し
く
は
権
力
の
濫
用
（a

b
u
s d

’a
u
to
rite

o
u d

e p
o
u
v
o
ir

）、
犯
罪
的
な
策
謀
も
し
く
は
策
略
（m

a
ch
in
a
-

tio
n
s o

u a
rtifices co

u
p
a
b
les

）
に
よ
っ
て
、
重
罪
ま
た
は
軽

罪
と
擬
律
さ
れ
る
行
為
を
教
唆
し
た
者
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
の
行

為
を
実
行
す
る
た
め
の
指
示
（in

stru
ctio

n
s

）
を
与
え
た
者
は
、

当
該
行
為
の
共
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。

②
武
器
（a

rm
es

）、
道
具
（in

stru
m
en
s

）、
ま
た
は
、
そ
の
他

犯
行
に
供
す
る
一
切
の
手
段
を
、
そ
れ
ら
が
犯
行
に
供
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
知
り
つ
つ
、
提
供
し
た
者
も
同
様
で
あ
る
。

③
犯
行
を
準
備
し
も
し
く
は
容
易
に
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
を
完
遂

す
る
行
為
に
お
い
て
、
情
を
知
り
つ
つ
、
当
該
犯
行
の
正
犯
者
を
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援
助
ま
た
は
幇
助
し
た
者
も
同
様
で
あ
る
。
但
し
、
国
家
の
内
的

ま
た
は
外
的
安
全
を
侵
害
す
る
陰
謀
（co

m
p
lo
ts

）
ま
た
は
煽

動
（p

ro
v
o
ca
tio
n
s

）
の
正
犯
者
に
対
し
て
、
本
法
が
特
に
定
め

る
刑
罰
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
ま
た
、
陰
謀
者
（co

n
-

sp
ira
teu

rs
）
ま
た
は
煽
動
者
（p

ro
v
o
ca
teu

rs

）
の
目
的
と
し

た
重
罪
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
こ
の
限
り
で
な
い
。」

・
第
六
一
条
「
国
家
の
安
全
、
公
共
の
平
穏
、
人
身
ま
た
は
財
産

を
侵
害
す
る
略
奪
（b

rig
a
n
d
a
g
es

）
ま
た
は
暴
力
行
為
（v

io
-

len
ces

）
に
及
ぶ
犯
人
の
犯
罪
的
行
動
を
知
り
つ
つ
、
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
て
、
恒
常
的
に
住
居
（lo

g
em
en
t

）、
隠
れ
家
ま
た
は

集
会
所
（lieu d

e retra
ite o

u reu
n
io
n
）
を
提
供
す
る
者
は
、

こ
れ
ら
の
者
の
共
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。」

・
第
六
二
条
「
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
、
領
得
さ

れ
ま
た
は
獲
得
さ
れ
た
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
き
、
情
を
知

り
つ
つ
こ
れ
ら
を
隠
匿
し
た
（a

u
ro
n
t recele

）
者
も
、
こ
の

重
罪
ま
た
は
軽
罪
の
共
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。」

・
第

六

三

条
「
但

し
、
前

条

に

定

め

ら

れ

た

隠

匿

者

（receleu
rs

）
に
対
し
て
、
死
刑
（p

ein
e d

e m
o
rt

）、
無
期
徒

刑
（tra

v
a
u
x
 
fo
rces a

p
erp

etu
ite

）
ま
た
は
流
刑
（d

ep
o
r-

ta
tio
n

）
が
科
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
も
、
隠
匿
者

が
こ
れ
ら
の
刑
罰
を
科
さ
れ
る
の
は
、
隠
匿
時
に
、
法
律
が
こ
れ

ら
三
種
の
刑
罰
に
結
び
つ
け
て
い
る
状
況
を
認
識
し
て
い
た
場
合

の
み
で
あ
る
。
こ
の
認
識
を
欠
く
場
合
、
隠
匿
者
は
、
有
期
徒
刑

（tra
v
a
u
x fo

rces a
tem

p
s

）
に
し
か
処
せ
ら
れ
な
い
。」

・
第
六
四
条
「
被
告
人
（p

rev
en
u

）
が
、
行
為
時
に
心
神
喪
失

状
態
に
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
は
、
被
告
人
が
抵
抗
で
き
な
い
力
に

よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
場
合
、
重
罪
も
軽
罪
も
成
立
し
な
い
。」

・
第
六
五
条
「
い
か
な
る
重
罪
ま
た
は
軽
罪
も
、
法
律
が
行
為
を

宥
恕
し
う
る
と
宣
言
し
、
ま
た
は
、
よ
り
軽
い
刑
罰
の
適
用
を
許

容
す
る
場
合
及
び
状
況
に
お
い
て
の
み
宥
恕
さ
れ
、
刑
が
軽
減
さ

れ
う
る
。」

・
第
六
六
条
「
被
告
人
（a

ccu
se

）
が
、
一
六
歳
未
満
で
、
弁

識
能
力
な
く
（sa

n
s d
icern

em
en
t

）
行
動
し
た
と
決
さ
れ
る
と

き
、
当
該
被
告
人
は
無
罪
と
な
る
。
但
し
、
当
該
被
告
人
は
、
状

況
に
応
じ
て
、
親
へ
引
き
渡
さ
れ
、
ま
た
は
、
判
決
が
定
め
た
年

数
、
そ
こ
で
養
育
さ
れ
か
つ
拘
禁
さ
れ
る
た
め
、
少
年
院

（m
a
iso
n
 
d
e co

rrectio
n

）
に
収
容
さ
れ
る
が
、
少
年
院
へ
の

収
容
年
数
は
、
対
象
者
が
満
二
〇
歳
に
達
す
る
時
点
を
超
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。」

・
第
六
七
条
「
一
六
歳
未
満
の
被
告
人
が
、
弁
識
能
力
を
も
っ
て

行
動
し
た
と
決
さ
れ
る
と
き
、
刑
罰
は
次
の
よ
う
に
宣
告
さ
れ
る
。

死
刑
、
無
期
徒
刑
ま
た
は
流
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
、
少
年
院
に
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お
け
る
一
〇
年
以
上
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
が
宣
告
さ
れ
る
。

有
期
徒
刑
ま
た
は
懲
役
刑
（reclu

sio
n

）
が
科
さ
れ
る
場
合
、

こ
れ
ら
の
刑
罰
の
一
つ
に
つ
き
宣
告
さ
れ
え
た
期
間
の
三
分
の
一

以
上
二
分
の
一
以
下
の
期
間
、
少
年
院
へ
の
収
容
が
宣
告
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
被
告
人
は
、
判
決
に

よ
っ
て
、
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
期
間
、
高
等
警
察
（h

a
u
te

 
p
o
lice

）
の
監
視
下
に
置
か
れ
う
る
。

首
枷
刑
（ca

rca
n

）
ま
た
は
追
放
刑
（b

a
n
n
issem

en
t

）
が

科
さ
れ
る
場
合
、
一
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
、
少
年
院
に
収
容

さ
れ
る
。」

・
第
六
八
条
「
前
条
に
定
め
ら
れ
る
い
か
な
る
場
合
に
も
、
被
有

罪
宣
告
者
は
、
晒
し
刑
（ex

p
o
sitio

n
 
p
u
b
liq
u
e

）
を
受
け
な

い
。」

・
第
六
九
条
「
犯
罪
行
為
者
（co

u
p
a
b
le

）
が
軽
罪
刑
し
か
科

さ
れ
な
い
場
合
、
一
六
歳
に
達
し
て
い
れ
ば
科
さ
れ
て
い
た
は
ず

の
刑
罰
の
二
分
の
一
以
下
の
範
囲
で
、
適
切
と
思
料
さ
れ
る
軽
罪

刑
が
宣
告
さ
れ
う
る
。」

・
第
七
〇
条
「
無
期
徒
刑
、
流
刑
及
び
有
期
徒
刑
は
、
判
決
時
、

満
七
〇
歳
に
達
し
て
い
る
い
か
な
る
者
に
対
し
て
も
宣
告
さ
れ
な

い
。」

・
第
七
一
条
「
こ
れ
ら
の
刑
罰
は
、
七
〇
歳
以
上
の
者
に
対
し
て

は
、
そ
の
刑
期
に
従
っ
て
、
無
期
ま
た
は
有
期
の
懲
役
刑
に
代
え

ら
れ
る
。」

・
第
七
二
条
「
無
期
ま
た
は
有
期
徒
刑
を
宣
告
さ
れ
た
者
は
全
て
、

満
七
〇
歳
に
達
し
た
時
点
で
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
か
ら
解
放
さ
れ
、

刑
期
満
了
ま
で
の
間
、
懲
役
刑
の
み
を
宣
告
さ
れ
た
場
合
と
同
様

に
、
監
獄
（m

a
iso
n d

e fo
rce

）
に
収
容
さ
れ
る
。」

・
第
七
三
条
「
滞
在
中
に
重
罪
ま
た
は
軽
罪
を
犯
し
た
者
を
二
四

時
間
以
上
宿
泊
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
宿
屋
の
主
人
（a

u
b
er-

g
istes

）
及
び
旅
籠
の
主
人
（h

o
teliers

）
は
、
犯
罪
行
為
者
の

氏
名
、
職
業
及
び
住
所
を
台
帳
に
記
入
し
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の

重
罪
ま
た
は
こ
の
軽
罪
が
何
ら
か
の
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
者
に
対

し
て
、
認
容
さ
れ
た
原
状
回
復
（restitu

tio
n
s

）、
損
害
賠
償

（in
d
em
n
ites

）
及
び
費
用
（fra

is

）
に
つ
き
民
事
上
責
任
を
負

う
。
但
し
、
民
法
典
第
一
九
五
二
条
及
び
第
一
九
五
三
条
の
場
合

に
お
け
る
宿
屋
の
主
人
及
び
旅
籠
の
主
人
の
責
任
は
こ
の
限
り
で

な
い
。」

・
第
七
四
条
「
重
罪
、
軽
罪
ま
た
は
違
警
罪
事
件
に
お
い
て
生
じ

う
る
そ
れ
以
外
の
民
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
が
係

属
す
る
法
院
及
び
裁
判
所
は
、
民
法
典
第
三
部
第
四
編
第
二
章
の

規
定
に
従
う
。」

こ
の
よ
う
に
、
一
八
一
〇
年
刑
法
典
第
二
部
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑

ナポレオン刑法典提案理由書（井上）
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法
の
根
幹
を
な
す
重
要
な
規
定
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、

共
犯
の
処
罰
根
拠
と
共
犯
処
罰
の
射
程３

）や
、
年
齢
と
責
任
の
関
係４

）、

さ
ら
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
寛
刑
措
置５

）等
の
点
は
、
比
較
法
的
に
見

て
も
大
変
興
味
深
い
。
本
理
由
書
を
通
し
て
、
上
記
各
規
定
に
関
す

る
立
法
者
意
思
を
解
析
し
、
立
法
当
初
の
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
立
場
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
で
上
記
諸
点
を
検
討
す
る
際
の
有

益
な
示
唆
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
理
由
書
の
項
目
番
号
に
対
応
し
た
概
要
を
挙
げ
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

１

本
法
案
の
主
題

２

共
犯
に
関
す
る
前
法
の
欠
缺
補
充

３

共
犯
に
関
す
る
一
般
原
則
の
定
立

４

共
犯
の
射
程
の
拡
大
｜
犯
人
に
対
す
る
宿
泊
場
所
ま
た
は
集

会
所
の
提
供

５

物
の
隠
匿
に
よ
る
共
犯
と
加
重
事
情
の
借
用
制
限

６

心
神
喪
失
及
び
強
制
に
お
け
る
故
意
の
否
定

７

宥
恕
事
由
の
法
定
に
よ
る
恣
意
性
の
排
除

８

年
齢
が
刑
罰
の
種
類
及
び
期
間
に
及
ぼ
す
影
響
｜
弁
識
能
力

が
な
い
場
合

９

同
上
｜
弁
識
能
力
が
あ
る
場
合

10

高
齢
者
に
対
し
て
宣
告
さ
れ
る
刑
罰
の
軽
減

11

有
罪
宣
告
後
の
寛
刑
年
齢
へ
の
到
達

12

高
齢
者
を
め
ぐ
る
規
定
の
前
法
と
の
比
較

13

宿
屋
及
び
旅
籠
の
主
人
の
民
事
責
任

14

結
論

以
下
、
本
理
由
書
を
翻
訳
し
て
紹
介
す
る
。

一
八
一
〇
年
刑
法
典
（
第
二
部
）
提
案
理
由
書

（E
x
p
o
se
d
e m

o
tifs d

u L
iv
re II d

u C
o
d
e

 
P
en
a
l 1810

）

１

皆
さ
ん
、
あ
な
た
方
は
、
先
の
会
議
で
、
犯
罪
と
刑
罰
に
関
す

る
新
法
典
の
基
礎
を
な
す
、
刑
法
体
系
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明

を
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
第
一
部
の
対
象
で
し
た
。

我
々
は
、
陛
下
か
ら
、
今
日
あ
な
た
方
に
第
二
部
を
示
す
よ
う
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
第
二
部
は
、
個
別
事
例
の
適
用
を
容
易
に

し
、
ま
た
、
個
別
事
例
か
ら
生
じ
う
る
多
く
の
困
難
を
避
け
る
た
め

の
一
般
規
定
を
含
ん
で
い
ま
す
。

第
二
部
は
、
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
い
て
、
共
犯
者
、
及
び
、
宥

恕
さ
れ
ま
た
は
責
任
を
負
う
者
を
特
に
扱
い
ま
す
。

２

一
七
九
一
年
刑
法
典
は
、
重
罪
の
共
犯
者
に
つ
い
て
し
か
定
め

資 料
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て
お
ら
ず
、
同
年
に
成
立
し
た
軽
罪
（d

elits
 
d
e
 
p
o
lice

 
co
r-

rectio
n
n
elle

）
に
関
す
る
法
律
は
共
犯
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
て

い
ま
せ
ん
。
理
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
方
法
を
採
用
し
た
結
果
、
前
者

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
原
則
は
後
者
に
も
共
通
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。本

法
典
が
対
象
と
し
て
い
る
の
は
重
罪
の
処
罰
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
軽
罪
の
処
罰
も
本
法
典
の
規
定
の
対
象
で
あ
っ
て
、
共
犯
に

関
す
る
規
定
は
、
重
罪
に
も
軽
罪
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
本
法
典
の

表
現
そ
れ
自
体
か
ら
し
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
わ
ず
か
な
疑
念
も
生

じ
え
な
い
で
し
ょ
う
。

３

本
法
典
が
定
め
て
い
る
の
は
、
ま
ず
、
一
般
原
則
と
し
て
、
重

罪
ま
た
は
軽
罪
の
共
犯
者
は
、
当
該
犯
罪
の
正
犯
者
と
同
じ
刑
で
罰

せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
原
則
に
は
、

非
常
に
稀
で
は
あ
っ
て
も
い
く
つ
か
の
例
外
が
伴
い
う
る
た
め
、
本

法
典
は
、
法
律
の
規
定
の
帰
結
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

例
外
を
許
容
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
例
外
は
、
通
常
、
そ
れ
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
事
例
に
関
す
る
規
定
の
中
に
見
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

４

本
法
典
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
共
犯
の
定
義
は
、
一
七
九
一
年

法
の
定
義
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
共
犯
の
定
義
は
、
当
該
手
段
が
犯
行

に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
知
り
つ
つ
、
そ
の
手
段
に
よ
っ
て
犯
行

を
準
備
し
ま
た
は
容
易
に
し
た
と
認
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

教
唆
が
な
さ
れ
、
指
示
が
与
え
ら
れ
、
武
器
が
提
供
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
手
段
は
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
こ
れ
と
同
じ
考
え
方

か
ら
、
本
法
典
は
、
一
七
九
一
年
法
に
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
あ

る
規
定
を
追
加
し
ま
す
。
本
法
典
は
、
犯
人
の
犯
罪
的
行
動
を
知
り

つ
つ
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
、
恒
常
的
に
自
ら
の
下
へ
宿
泊
さ
せ
、

ま
た
は
、
恒
常
的
に
そ
こ
に
集
ま
る
こ
と
を
容
認
す
る
者
が
共
犯
者

と
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
宿
泊
ま
た
は
集
会
場
所
の
提
供
者
は
、

こ
れ
ら
の
者
が
犯
罪
の
み
を
糧
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
訳
で
は
な
い
以
上
、
自
ら
が
提
供
し
た
隠
れ
家
が
彼
ら
の
犯
罪
計

画
の
実
行
を
容
易
に
す
る
一
手
段
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な

い
か
ら
で
す
。
同
じ
考
え
方
は
、
盗
品
の
隠
匿
者
に
も
当
て
は
ま
り

ま
す
。

５

永
ら
く
経
験
的
に
要
請
さ
れ
て
お
り
、
新
法
典
に
よ
っ
て
確
立

さ
れ
た
あ
る
区
別
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
盗
罪
が
有
期
刑
の
対

象
に
し
か
な
ら
な
い
場
合
、
そ
の
有
期
刑
が
い
か
に
厳
し
い
も
の
で

あ
っ
て
も
、
隠
匿
者
は
同
じ
刑
罰
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

盗
品
の
隠
匿
者
は
、
そ
れ
が
盗
罪
か
ら
生
じ
た
物
で
あ
る
と
知
り
つ

つ
、
受
領
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
以
上
、
こ
の
リ
ス
ク
を
負
っ
た
の
で

す
。
し
か
し
、
当
該
重
罪
が
死
刑
ま
た
は
そ
の
他
の
無
期
刑
を
科
さ
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れ
る
ほ
ど
に
重
い
事
情
を
伴
う
場
合
、
隠
匿
時
に
こ
れ
ら
の
事
情
を

隠
匿
者
が
認
識
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
非
常
に
大
き
な
リ
ス
ク
を

伴
っ
て
盗
品
を
引
き
受
け
る
よ
り
も
、
こ
れ
を
受
け
取
ら
な
い
方
を

選
ぶ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

場
合
、
隠
匿
者
に
重
罪
の
正
犯
者
と
同
じ
刑
罰
を
宣
告
す
る
た
め
に

は
、
隠
匿
者
が
、
盗
品
を
受
領
す
る
に
際
し
て
、
果
実
で
あ
る
盗
品

を
生
じ
さ
せ
た
重
罪
の
重
大
さ
の
全
て
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
確

信
を
要
求
す
る
の
が
妥
当
で
す
。
こ
の
確
信
を
欠
く
場
合
、
法
律
の

峻
厳
さ
は
、
隠
匿
者
に
対
し
て
、
有
期
刑
の
内
、
最
も
重
い
刑
を
宣

告
す
る
の
を
限
度
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
法
典
は
か
く
決

す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
思
慮
深
い
区
別
が
な
か
っ
た
の
で
、
し

ば
し
ば
、
隠
匿
者
は
不
処
罰
に
な
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
厳
し
さ
故
に
不
当
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
刑
罰
を
科
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
隠
匿
者
は
共
犯
と
な
ら
な
い
と
の
宣
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

６

正
犯
で
あ
れ
、
共
犯
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
被
告
人
に
共
通
す
る

別
の
原
則
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
行
為
時
に
心
神
喪
失
状
態
に

あ
っ
た
者
、
ま
た
は
、
最
も
激
し
い
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
力
に
屈

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
者
は
有
責
と
宣
告
さ
れ
え
な
い
と
い
う
も
の

で
す
。
全
て
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
は
、
行
為
（fa

it

）
と
意
図

（in
ten

tio
n

）
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
上
で
述
べ
た
二

つ
の
場
合
に
は
、
被
告
人
の
側
に
い
か
な
る
犯
罪
的
意
図
も
存
在
し

え
な
か
っ
た
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
は
精
神
的
な
質

（q
u
a
lites m

o
ra
les

）
を
享
受
し
て
お
ら
ず
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

も
っ
ぱ
ら
強
制
が
物
理
力
の
行
使
（em

p
lo
i d
e ses fo

rces p
h
y
-

siq
u
es

）
を
支
配
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

７

こ
の
規
定
の
後
に
、
本
法
典
は
、
法
律
自
体
が
行
為
を
宥
恕
可

能
と
規
定
し
な
い
限
り
、
い
か
な
る
宥
恕
も
認
め
ら
れ
え
な
い
と
い

う
こ
と
を
念
押
し
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
理
は
、
既
に
、
治
罪
法
典

第
三
三
九
条
で
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

本
法
典
は
、
法
律
が
明
文
で
許
容
し
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
い

か
な
る
刑
罰
も
軽
減
さ
れ
え
な
い
こ
と
も
付
け
加
え
ま
す
。

常
に
変
わ
り
や
す
く
し
ば
し
ば
盲
目
的
な
人
の
熱
情
が
、
法
律
の

確
固
た
る
普
遍
の
意
思
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
恣

意
性
に
よ
っ
て
で
す
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
規
定
は
、
こ
の
恣
意
性
の

排
除
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

８

本
法
典
は
、
続
い
て
、
被
有
罪
宣
告
者
の
年
齢
が
刑
罰
の
種
類

及
び
期
間
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

本
法
典
は
、
ま
ず
、
行
為
時
に
、
一
六
歳
に
達
し
て
い
な
か
っ
た

者
に
つ
い
て
扱
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
層
の
被
告
人
に
対
し
て
想
起
さ

れ
る
の
は
、
被
告
人
（a

ccu
se

）
が
弁
識
能
力
を
も
っ
て
犯
行
に

及
ん
だ
か
と
い
う
問
い
が
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
、
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治
罪
法
典
第
三
四
〇
条
で
す
。
本
法
典
の
諸
規
定
は
、
こ
の
吟
味
の

結
果
に
応
じ
て
、
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
決
め
て
い

ま
す
。
弁
識
能
力
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
た
場
合
、
被
告
人
は
当
然
、

無
罪
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
被
告
人
に
対

し
て
重
罪
に
つ
き
有
責
と
宣
告
し
つ
つ
、
同
時
に
、
被
告
人
が
非
難

を
向
け
ら
れ
て
い
る
事
柄
は
彼
に
よ
っ
て
弁
識
能
力
な
く
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
の
は
矛
盾
だ
か
ら
で
す
。
従
っ
て
、
判
事
は
、

被
告
人
に
対
し
て
無
罪
を
宣
告
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
誰
か
が

被
告
人
の
行
動
を
監
督
す
る
た
め
の
何
ら
の
措
置
を
取
る
こ
と
も
な

く
、
彼
を
社
会
に
戻
す
こ
と
は
判
事
に
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
判

事
は
、
被
告
人
の
親
が
十
分
に
信
頼
で
き
る
と
思
料
す
れ
ば
、
被
告

人
を
親
に
引
き
渡
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
定
め
る
期
間
、

被
告
人
を
収
容
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
拘
禁
は
、
刑
罰
で
は
な
く
、
諸
々
の
状
況
か
ら
被
告
人
の
矯
正
を

家
族
に
委
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
場
合
に
、
家
庭
内
で
の
矯
正

（co
rrectio

n

）
を
補
完
す
る
一
手
段
で
す
。
こ
の
拘
禁
の
期
間
は
、

満
二
〇
歳
に
達
し
た
時
点
を
決
し
て
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
制
限
に
よ
っ
て
、
必
要
な
場
合
、
判
事
が
相
応

の
予
防
策
を
講
じ
る
の
に
十
分
な
時
間
的
間
隔
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

９

し
か
し
、
犯
行
は
弁
識
能
力
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
と
の
決
定
が

下
さ
れ
る
場
合
、
も
は
や
矯
正
は
問
題
と
な
り
ま
せ
ん
。
即
ち
、
宣

告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
刑
罰
で
す
。
と
は
い
え
、
こ
の
刑

罰
は
、
体
刑
（p

ein
e
 
a
fflictiv

e

）
で
も
な
け
れ
ば
、
加
辱
刑

（p
ein
e in

fa
m
a
n
te

）
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
本
法
が
前
提
と
し
て

い
る
の
は
、
犯
罪
行
為
者
は
、
自
ら
悪
事
を
行
う
こ
と
を
十
分
知
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
未
だ
自
ら
が
犯
し
た
罪
過
（fa

u
te

）
の
射
程

を
全
て
自
覚
し
、
科
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
刑
罰
の
厳
し
さ
を
完
全

に
理
解
で
き
る
状
態
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
法
は
、
こ
の

者
が
有
益
な
市
民
に
な
り
う
る
と
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決

し
て
こ
の
者
に
烙
印
を
押
す
こ
と
は
望
み
ま
せ
ん
。
本
法
は
、
こ
の

者
に
有
利
な
よ
う
に
、
体
刑
を
軽
罪
刑
に
減
軽
し
ま
す
。
ま
た
、
本

法
は
、
決
し
て
こ
の
者
を
大
衆
の
目
に
さ
ら
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
本
法
は
、
若
年
を
考
慮
し
て
、
こ
の
者
を
寛
容
に
扱
い
、

敢
え
て
こ
の
者
自
身
の
後
悔
（rem

o
rd
s

）
に
委
ね
る
こ
と
に
同
意

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
刑
罰
の
期
間
に
つ
い
て
、
被
有
罪
宣
告
者
が
仮
に
一
六

歳
以
上
で
あ
れ
ば
科
さ
れ
た
は
ず
の
刑
罰
と
の
比
較
に
お
い
て
確
立

さ
れ
た
比
率
に
関
し
て
は
、
各
条
の
読
会
に
よ
っ
て
十
分
認
識
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
詳
細
に
立
ち
入
る
の
は
控
え
ま
す
。
そ
れ
に
、

そ
の
詳
細
は
一
七
九
一
年
法
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

10

未
熟
さ
が
罪
過
を
軽
減
す
る
年
齢
に
つ
い
て
、
本
法
の
示
す
寛

容
さ
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
次
に
、
人
生
の
他
の
時
期
、
即
ち
、
非
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常
に
厳
し
い
刑
罰
に
も
は
や
体
力
的
に
耐
え
き
れ
な
い
と
推
定
さ
れ

る
時
期
に
対
し
て
、
本
法
が
示
す
思
い
や
り
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

し
ょ
う
。
本
法
は
、
こ
の
時
期
を
七
〇
歳
と
定
め
ま
す
。
判
決
時
に

こ
の
年
齢
に
達
し
た
者
は
、
無
期
徒
刑
も
、
流
刑
も
、
さ
ら
に
は
有

期
徒
刑
も
宣
告
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
判
事
は
、
こ
の
者
に
対
し
て
、

七
〇
歳
代
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
科
さ
れ
た
は
ず
の
刑
の
期
間
、
懲

役
刑
を
宣
告
す
る
で
し
ょ
う
。

11

有
罪
宣
告
後
に
よ
う
や
く
七
〇
歳
に
達
す
る
場
合
、
こ
こ
で
も

こ
の
者
が
宣
告
さ
れ
た
刑
罰
に
懲
役
刑
が
取
っ
て
代
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
の
者
は
、
判
決
が
定
め
た
期
間
の
満
了
ま
で
こ
の
新
た

な
刑
罰
に
服
す
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
事
例
は
、
無
期
ま
た
は
有
期
徒
刑
を
宣
告

さ
れ
た
者
の
み
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
流
刑

が
宣
告
さ
れ
た
者
に
関
し
て
、
こ
の
者
が
フ
ラ
ン
ス
本
土
外
に
移
送

さ
れ
、
政
府
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
所
に
定
住
し
た
後
に
は
じ
め

て
七
〇
歳
に
な
る
場
合
、
こ
の
新
た
な
状
況
に
よ
っ
て
生
じ
る
減
軽

が
彼
に
と
っ
て
望
ま
れ
る
も
の
で
な
い
の
は
た
や
す
く
理
解
で
き
ま

す
。
ま
た
、
帰
還
の
唯
一
の
帰
結
が
無
期
懲
役
で
あ
る
以
上
、
彼
が

こ
の
帰
還
に
十
分
な
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
さ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
理

解
す
る
の
は
容
易
で
す
。

12

憲
法
制
定
議
会
（A

ssem
b
lee C

o
n
stitu

a
n
te

）
に
よ
っ
て

採
択
さ
れ
た
方
法
と
今
時
提
案
さ
れ
て
い
る
方
法
を
比
較
す
る
と
、

い
く
つ
か
の
相
違
点
が
見
え
て
き
ま
す
。
一
七
九
一
年
法
に
よ
れ
ば
、

七
〇
歳
代
の
者
の
待
遇
が
緩
和
さ
れ
る
た
め
に
は
、
対
象
者
が
七
五

歳
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
際
、
刑
期
が

五
年
に
縮
減
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
刑
の
軽
減
は
、
期
間
に
つ
い

て
の
み
で
し
た
。
罰
の
種
類
に
お
い
て
は
い
か
な
る
軽
減
も
行
わ
れ

ま
せ
ん
。
重
罪
が
鎖
刑
（fers

）
を
含
む
場
合
、
犯
罪
行
為
者
は
、

期
間
の
短
縮
を
除
け
ば
、
い
か
な
る
年
齢
で
あ
っ
て
も
こ
の
刑
罰
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
我
々
は
、
刑
罰
の
期
間
に
何
ら
変
更
を
加
え
る
こ
と
な

く
、
高
齢
者
の
状
態
に
一
層
適
合
す
る
懲
役
に
置
き
換
え
る
の
が
よ

り
適
切
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
徒
刑
は
、
大
部
分
の
七
〇
歳
代

の
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
で
し
ょ
う
。
懲
役
は
事
情
が
異

な
り
ま
す
。
本
法
の
目
的
が
、
も
っ
と
若
い
他
の
犯
罪
行
為
者
よ
り

も
、
七
〇
歳
の
犯
罪
行
為
者
を
社
会
に
戻
す
こ
と
で
あ
る
は
ず
も
な

く
、
ま
た
、
労
役
及
び
過
度
の
疲
労
に
よ
る
対
象
者
の
死
亡
を
回
避

す
る
こ
と
が
も
っ
ぱ
ら
問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
提
案
さ
れ

て
い
る
方
法
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。

13

我
々
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
刑
法
典
が
そ
の
規
定
の
中
で
承
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
の
一
種
、
即
ち
、
宿
泊
さ
せ
た
者
の
氏

名
、
職
業
及
び
住
所
を
台
帳
に
記
入
し
な
か
っ
た
宿
屋
の
主
人
及
び
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旅
籠
の
主
人
の
責
任
に
つ
い
て
語
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
宿
泊
者
が
滞
在
中
に
重
罪
ま
た
は
軽
罪
を
犯
し
た
場
合
、

宿
屋
の
主
人
及
び
旅
籠
の
主
人
は
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
全
て
の
損
害

に
つ
き
責
任
を
負
う
で
し
ょ
う
。
宿
屋
の
主
人
及
び
旅
籠
の
主
人
は
、

賢
明
な
警
察
が
い
つ
い
か
な
る
と
き
も
命
じ
た
、
有
効
な
予
防
策
を

取
ら
な
か
っ
た
点
で
責
任
を
問
わ
れ
る
の
で
す
。
彼
ら
が
こ
の
責
任

に
服
す
る
の
は
、
自
ら
の
施
設
に
受
け
入
れ
た
犯
罪
行
為
者
が
そ
こ

で
二
四
時
間
以
上
過
ご
し
た
と
き
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
犯
罪
行
為
者
の
滞
在
期
間
が
い
か
に
短
か
ろ
う
と
も
、

彼
ら
に
刑
罰
を
適
用
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
厳
し
す
ぎ
る
し
、
不

当
で
す
ら
あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
旅
人
が
旅
籠
に
数
時
間
だ
け
滞
在

し
、
同
様
に
長
く
な
い
時
間
そ
こ
に
留
ま
る
他
の
旅
人
に
譲
る
た
め

姿
を
消
す
場
合
、
た
い
て
い
は
、
最
初
の
者
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に

続
く
者
に
つ
い
て
も
、
法
律
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
全
て
の
形
式
を

充
足
す
る
の
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
旅
籠
の
主
人
が
責
任
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
の
目
の
届
く
範
囲
の
も
の
に
つ
い
て
の

み
で
す
。
し
か
し
、
彼
の
宿
泊
さ
せ
た
者
が
二
四
時
間
経
過
後
に
そ

の
施
設
を
立
ち
去
っ
た
場
合
、
義
務
を
果
た
さ
な
い
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
責
任
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
場
合
に
付
け
加
わ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
法
典
の
第
一
三

八
四
条
を
想
起
さ
せ
る
に
止
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
同
条
は
、
自
ら

の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
み
な
ら
ず
、
自
己
が
責
任
を
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
ま
た
は
自
己
の
管
理

下
に
あ
る
物
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
旨
規
定
し

て
い
ま
す
。
本
条
以
下
で
規
定
さ
れ
る
特
殊
な
場
合
は
、
刑
法
典
の

こ
の
部
の
補
遺
と
し
て
の
役
割
を
担
う
で
し
ょ
う
。

14

皆
さ
ん
、
あ
な
た
方
の
裁
可
を
仰
ぐ
本
法
案
が
拠
っ
て
立
つ
理

由
は
以
上
の
と
お
り
で
す
。
本
法
案
が
含
ん
で
い
る
改
正
点
は
、
法

律
の
改
良
に
寄
与
し
う
る
全
て
の
も
の
に
陛
下
が
示
す
絶
え
間
な
い

心
配
り
を
改
め
て
証
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
あ
な
た
方
は
お

そ
ら
く
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

１
）

L
O
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L
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isla
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m
m
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et crim
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d
e
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F
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n
ce,

o
u
 
co
m
m
en
ta
ire
 
et

 
co
m
p
lem

en
t d
es co

d
es fra

n
ça
is,
to
m
e 29

,
1831,

p
p
.260 et

 
ss.２

）

L
O
C
R
É
,
o
p
.cit.(n

o
te.1),

p
p
.243 et ss.

一
八
一
〇
年
刑
法

典
第
二
部
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
中
村
義
孝
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
法

典
資
料
集
成
』

二
〇
〇
六
年
・
法
律
文
化
社
）
一
七
三
頁
以
下
も
参

照
。

３
）

フ
ラ
ン
ス
共
犯
論
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
井
上
宜
裕
「
犯
罪
性

借
用
説
と
責
任
主
義
」
清
和
法
学
研
究
一
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
三
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年
）
四
九
頁
以
下
等
参
照
。

４
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
年
齢
と
責
任
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
井
上

宜
裕
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
弁
識
能
力
と
年
齢
｜
犯
罪
少
年
に
関
す

る
一
九
四
二
年
七
月
二
七
日
の
法
律
を
素
材
と
し
て
｜
」
浅
田
和
茂

他
編
『
自
由
と
安
全
の
刑
事
法
学
｜
生
田
勝
義
先
生
古
稀
祝
賀
論
文

集
』

二
〇
一
四
年
・
法
律
文
化
社
）
二
八
四
頁
以
下
参
照
。

５
）

フ
ラ
ン
ス
の
高
齢
者
犯
罪
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
安
田
恵
美

「
高
齢
者
犯
罪
に
お
け
る
所
得
保
障
制
度
の
犯
罪
予
防
的
役
割
の
重

要
性
｜
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
高
齢
者
犯
罪
の
動
向
と
高
齢
者
に
対
す

る
所
得
保
障
の
発
展
の
関
係
を
素
材
に
｜
（
一
）
・
（
二
・
完
）」
市

大
法
学
雑
誌
五
六
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
七
〇
頁
以
下
、

同
五
七
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
二
頁
以
下
参
照
。
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